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ニホンジカを適正に管理し、被害を軽減させる！ 

～ 生息実態のモニタリングと角こすり害の回避調査 ～ 

 島根半島出雲北山山地では、シカによる農林業への被害（2013年は約200万円）が問題となっています。そこで、
2003年から「特定鳥獣保護管理計画」を策定して、180頭の管理目標頭数を設定して捕獲圧を強化し、各種の被害対
策を実施することによってシカとの共存を目指しています。そのため、生息数の変動や個体群の動向を把握し、被
害軽減効果を検証しています。また、湖北山地や中国山地での分布拡大の実態を把握します。 

①出雲北山山地の生息数の変動をベイズ法によって推定するために、区画法、ライトセンサス、CPUE（１人１日当
たりの捕獲数）などの調査を行っています。また、捕獲個体の年齢構成、下層植物の現存量、被害発生量の変動か
ら捕獲による影響や効果を検証をしています。 

②スギ、ヒノキへの角こすり害を回避するための枝巻き法の効果を検証しています。 

③中国山地での生息域の拡大の実態を目撃、捕獲、被害発生の情報収集によって把握しています。 

①2009年までは区画法によって生息数を推定していましたが、捕獲
数からみると明らかに過少値であることからベイズ法を導入しまし
た。2006年の1,940頭をピークに2011年には1,070頭、2012年には750
頭、そして2013年には500頭へと減少しました（図）。 

②CPUEの変動、ライトセンサスによる発見数、下層植生量の回復状
況などから、生息数は確実に減少しており、シカにとって良好な生
息環境になってきたといえます。また、角こすり害も減少しました。 

③枝巻き法による角こすり害の回避効果を認めました。 

④中国山地でも生息域を拡大していることが明らかになりました
（図）。 

 

①出雲北山山地での捕獲数は、毎年生息数調査の結果に基づいて決められています。 

②捕獲されたシカからは、年齢や妊娠率などを調べて、個体群の特性をモニタリングしています。 

③得られた研究成果は、第Ⅳ期の「特定鳥獣保護管理計画」の改訂に反映される予定です。 

ニホンジカの保護管理と被害対策のモニタリング調査（研究期間：Ｈ24～28） 
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出雲北山山地でのベイズ法による推定生息数（中央値）の変動 
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中国山地での2014年度の生息情報の分布 


